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 福島第一原子力発電所内滞留水中の放射性核種の沈殿・収着による建屋構造材への移行について、実滞

留水データからの推定及び模擬滞留水を用いた確認試験により、その可能性が示唆される結果を得た。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所では燃料デブリが滞留水と接触し、放射

性核種が水へと継続的に移行している[1]。事故廃棄物の処理処分

を検討するためには、放射性核種の移行挙動を把握することが重

要となる。本研究では、滞留水中の放射性核種濃度の傾向から挙

動を推定するとともに、模擬滞留水を用いた試験により Cs, Sr, Ni

の移行挙動を確認した。 

2. 滞留水濃度からの移行挙動の推定 

原子炉格納容器(PCV)から採取された滞留水中の 137Cs に対する

α核種の放射能濃度比は、PCV の下流施設（集中廃棄物処理建屋

（集中 RW）等）の滞留水に比べて高い傾向にあることがわかった

（図 1 [2]）。また、継続的移行速度を滞留水濃度から推定した結果、

PCV と下流で差が見られた。PCV は炭素鋼、集中 RW 等はコンク

リートから主に構成されていることから、構造材による影響が考

えられる。すなわち、α核種は PCV 内で継続的に燃料から溶出し

ているが、下流施設でコンクリートに収着、または水質の変化に

より沈澱し、残留、蓄積している可能性がある。 

3. 実験・結論 

推定した挙動を確認するため浸漬試験を行った。建屋

構造材試料としてモルタルやセメント、ステンレスを用

いた。滞留水中の放射性核種の模擬として Sr, Cs, Ni を硝

酸塩で添加し、pH 調整（PCV 滞留水 pH6.6~7.4）した模

擬滞留水（浸漬液）に約 3 ヶ月間浸漬させた。なお、Ni

はモルタルへの収着分配係数が Pu と同様高いことから

α核種の模擬として選定した。モルタル浸漬時の浸漬液

の濃度変化を図 2に示した。Sr, Cs の濃度は一定であるが、

Ni の濃度は時間とともに減少した。一方、ステンレスではいずれの元素も収着が見られなかった。以上よ

り、沈殿・収着による建屋構造材への移行の可能性が示唆される結果を得た。 
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図 1 滞留水中の 238Puと 137Cs濃度の比較 
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図 2 モルタル浸漬時の濃度変化 
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